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１．一般事項

１－１ 適用範囲

本仕様書は、折立供給所に設置されている２０００ｍ３×７．０K球形ガスホルダ－
開放検査（第３回目）委託について適用する。

１－２ 施行場所

工事場所 折立供給所内指定場所

所 在 地 新潟県魚沼市下折立７７９番地

１－３ 工 期

自 令和 ４年 ６月 日

至 令和 ４年１１月 日（１８０日間）

１－４ 数 量

開放検査 １基

内 面 （溶接全線検査）

外 面 （溶接線全線及び支柱取付部）

１－５ 適用法規及び規格

（１） ガス事業法

（２） 日本ガス協会「球形ガスホルダ－指針」(JGA指 104-21)
（３） 日本産業規格(2021)
（４） 日本溶接協会規格(2020)
（５） 労働安全衛生法

（６） 高圧ガス取締法

（７） 消防法

（８） 労働基準法

（９） 廃棄物の処理及び清掃に関する法律

（１０） 公害関係諸法規

（１１） その他関係諸法規

１－６ 保 証

本工事完了後 1年以内に生じた不具合で、明らかに施行業者の責に帰するものは無償
にて修理すること。

１－７ 引 渡 し

各種、検査・点検について記録を作成し提出すること。

所掌範囲の作業が完了し、構内の片付けをもって検収引渡しとする。
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１－８ 球形ホルダーの概要

型 式 全溶接鋼製自立球形ガスホルダ－

内 容 物 都市ガス

幾 何 容 積 ２００７ 立方メ－トル

内 径 １５，６５０ ミリメ－トル

設 計 圧 力 ０．６８６５ MPa

耐圧試験圧力 ０．８５８１ MPa

気密試験圧力 ０．７５５１ MPa

本 体 材 質 ＨＷ４９０

本 体 板 厚 １６．５㎜

計 算 板 厚 １５．１㎜

脚 柱 本 数 １０本

内部旋回梯子 有

竣 工 年 月 平成 ７年１１月 製作 北栄建設株式会社

前 回 開 放 検 査 平成２３年（２０１１）に実施
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２．役務範囲

２－１ 工 事

○：所掌範囲 ×：所掌外 △：別途工事

項 目 役務範囲 備 考

１

付帯工事

ａ 下部、階段、回廊囲い撤去・復旧工事 ○

ｂ 配管絶縁・復旧工事 ○

ｃ エア－パ－ジ

残ガス処理、復旧エア－パ－ジ
○

ｄ ホルダー開放・復旧・弁類脱着 ○

２

足場組立・解体工事

内部補足足場組立・解体 ○

外部足場組立・解体 ○

３

検査前処理工事

冶具跡マ－キング ○

検査面塗装剥離及び防錆処理 ○

４ 検査工事 ○
２．役務範囲

２－２点検・検査参照

５ 弁類整備点検 ○

６ 補修工事 △ 欠陥深さ 0.5ｍｍ以上

７ 気密試験 ○

８

塗装工事

ａ 内面塗装復旧 ○ ボトム部

ｂ 外面塗装復旧 ○

ｃ 付帯設備塗装 ○

９ 防食工事 ○

１０ ガス受入助勢工事 ○

１１ 清掃・片付け ○
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２－２ 点検・検査

○：所掌範囲 ×：所掌外 △：別途工事

検 査 部 位 検 査 項 目 役務範囲

本

体

内 面

外 観 検 査
腐食、変形、塗装の損傷その他の

異常の有無
○

磁粉探傷検査
溶接線、冶具跡及び付属品取付部

全線
○

各 種 検 査
超音波厚さ測定

○

外 面

外 観 検 査
腐食、変形、塗装の損傷その他の

異常の有無
○

磁粉探傷検査
溶接線、冶具跡及び付属品取付部

全線
○

浸透探傷検査 磁粉探傷検査不可能部 ○

支

持

構

造

部

支 柱

外 観 検 査
腐食、変形、塗装の損傷その他の

異常の有無
○

各 種 検 査
沈下測定 ○

垂直度測定 ○

ブ レ － ス

外 観 検 査
腐食、変形、塗装の損傷その他の

異常の有無
○

各 種 検 査 たわみ測定及び調整 ○

弁

類

元 弁 新 品 交 換 目視、作動、機密検査 ○

安 全 弁 分 解 整 備 目視、作動、機密検査 ○

Ｅ Ｓ Ｖ 分 解 整 備 目視、作動、機密検査 ○

圧 力 計 新 品 交 換 現場指示圧力計 ○

圧 力 計 発 信 機 ル－プテスト 企業課指示 ○

温 度 計 発 信 機 ル－プテスト 企業課指示 ○

設 置 設 備 接地抵抗測定 単独、総合 ○
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３．個別仕様

３－１ 残ガス処理及びホルダ－開放

（１） 配管縁切り、復旧

検査に先立ち、ホルダ－本体と接続されている配管について、フランジ蓋による絶縁

復旧を行う。

また、ホルダー本体にかかわる計装機器の取り外し、復旧も併せて行うこと。

（２） 残ガス処理

ホルダ－内の残ガスは、不活性ガス（CO２ガス）により置換する。
なお、大気放散の際は脱臭器を取り付けて行うこと。

ガス濃度が爆発下限界下回ったことを確認し完了とする。

また、処理中は付近の保安物件等に十分な監視を行う。

（３） ホルダ－開放及びエア－置換

残ガス処理完了後、上下マンホ－ル及びノズルを開放しブロア－による強制換気を行

い、内部の酸素濃度が２０％以上になった時をもって終了とする。

（４） いずれの作業時も、一定時間毎にサンプリングを行い、性状確認を実施し記録を取

ること。

３－２ 足場工事

（１） 内部足場

内部足場は、検査作業に応じた十分且つ安全な単管足場とし、工事完了後に撤去する

ものとする。（内部旋回梯子に対して作業効率を考慮した補足足場を設置する。）

（２） 外部足場

外部足場は、検査工事用及び塗装工事用として、単管足場及び枠組み足場を取り付け、

検査及び塗装復旧後撤去する。

防塵防音対策とし防炎シ－トにて養生する。

３－３ 検査前処理工事

（１） 冶具跡マ－キング

内外面の冶具跡をペイント等にてマ－キングを行い、塗装剥離及び検査範囲を明確に

する。

（２） 被検査面の前処理

ａ． 内 面

ボトム部について、ドライサンドブラスト工法により塗装剥離を行い、検査部については、

ワイヤ－ブラシ等により検査に支障の無いようドレッシングを行う。

ｂ． 外 面

検査部全線についてウエットサンドブラスト工法により塗装剥離を行う。

塗膜片の分析を行い、分析結果により適正な処分を行う。

剥離後は、速やかに防錆処理（防錆塗装）を施し検査面の保護を実施する。
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ｃ． 前 処 理

内面磁粉探傷検査範囲は必要に応じて、ワイヤ－ブラシにて研磨する。

３－４ 検 査

（１） 目視検査

下記の箇所について変形、腐食及びその他の異常の有無を確認する。

ａ．球形内外面の母材、溶接線及び冶具跡の状況

ｂ．球形内部の腐食及びドレン等の状況

ｃ．元弁、安全弁、計器類を含む付属品

ｄ．塗装状況

ｅ．その他（支柱、ブレ－ス、階段、基礎、避雷設備等）

（２） 磁粉探傷検査

交流極間式磁粉探傷器に蛍光磁粉又は非蛍光磁粉を使用し、湿式連続法により下記

範囲を探傷する。

なお、前処理として探傷面の錆、スケール及び油脂類等の付着物を取り除くこと。

探傷範囲

ａ．内面

・本体突合せ溶接線 全 線

・冶具跡 全箇所

・付属品取付け部 全 線

ｂ．外面

・本体突合せ溶接線 全 線

・冶具跡 全箇所

・付属品取付け部 全 線

・支柱取付け部 全箇所

なお、球形ガスホルダ－の構造上、磁粉探傷検査が不可能な部分については浸透探

傷検査を適用する。

磁粉探傷検査適用規格 ＪＩＳ－Ｇ－０５６５

「鉄鋼材料の磁粉探傷試験法及び欠陥磁粉模様の等級分類」

浸透探傷検査適用規格 ＪＩＳ－Ｚ－２３４３

「浸透探傷検査方法及び欠陥指示模様の等級分類」

（３） 超音波厚さ測定

超音波肉厚測定器を使用して下記の定点について板厚測定を行う。

ａ．各球殻板及び三日月板の前回測定個所

ｂ．球形ガスホルダ－指針に基づく定点。

ｃ．補修研削等で計算板厚を下回る恐れのある部分。

ｄ．補修研削部分

ｅ．Ｔガーターの前回測定個所
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（４） 角変形及び目違い量測定

球形胴板の突き合わせ溶接部について、角変形及び目違い量を測定し記録すること。

測定点は前回測定箇所とする。

（５） タイロットたわみ測定

タイロット全数について測定を行い、許容値内にあることを確認し、自然たわみ状態

に調整する。 ＨＴ材許容値：０．７～１．４ｄ ｄ＝タイロッド経

（６） 接地抵抗測定

各接地極の抵抗値を測定する。

（７） 沈下測定

支柱全数についてレベルを使用して基準支柱との相対沈下量を測定する。

（８） 脚柱垂直度測定

トランシット又は、下げ振り法によりＸ及びＹ軸方向の垂直度を測定する。

測定点は、本体取付け脚柱と脚柱単体の現場溶接線及びベ－スプレ－ト上部５０ｍｍ

の２カ所とする

（９） 弁類分解整備

下記の弁類について分解整備を行い作動テスト、気密テストを実施し、異常がないこ

とを確認すること。

点検整備記録を作成し提出すること。

また、一部の弁類等については新品に取り替える。

※圧力発信機、測温抵抗体は現地検査を実施し、必要に応じては新品と交換する。

品 名 寸法・規格・材料 数 量 適 用

安全弁 ２Ｂ×３Ｂ ２台 分解整備、作動気密テスト

安全弁元弁 ２Ｂ×１０Ｋ ２台 新品交換、作動気密テスト

安全弁テスト弁 ３／４Ｂ×１０Ｋ ２台 新品交換

放出元弁 ３Ｂ×１０Ｋ １台 新品交換、作動気密テスト

出入口元弁 ４Ｂ×１０Ｋ ２台 新品交換、作動気密テスト

出入管ドレン弁 １Ｂ×１０Ｋ ２台 新品交換

緊急遮断弁 ４Ｂ×１０Ｋ ２台 分解整備、作動気密テスト

ドレン元弁 ２Ｂ×１０Ｋ ３台 新品交換、作動気密テスト

圧力計用弁 １Ｂ×１０Ｋ ４台 新品交換 頂部２台、下部２台

圧力計用弁 ３／４Ｂ ２台 新品交換 下部２台

圧力計 φ150 0～1.0MP ２個 新品交換 現場指示型、１級以上

温度計 φ150 -30～100℃ １個 新品交換 現場指示型、１級以上
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３－５ ホルダ－密閉及び配管復旧工事

諸検査及び補修等完了後、マンホ－ル及び弁取り外し箇所のパッキン、ボルト及びナ

ットを新品と交換し、ホルダ－を密閉、配管の復旧を行う。

ａ． パッキン材質 バルカ－＃１５００（相当品）

ｂ． ボルト材質 ＳＮＢ－７

ｃ． ナット材質 Ｓ４５Ｃ

３－６ 気密試験

実ガス（通常運転圧力）にて気密試験を実施し、且つ接続フランジ、計装機器取付部

は発泡液試験及び高濃度検知器により、漏洩のないことを確認する。

機密保持時間は２４時間以上とし、試験開始及び試験終了時は、当局監督員立会いの

上実施すること。

３－７ 計装工事

ａ．圧力計の取り外し及び取付け後の確認調整

ｂ．開放検査中及び終了後の熱調設備等の作業確認

３－８ エア－パ－ジ、都市ガス受入

不活性ガス（CO２ガス）を使用してパ－ジを行い、酸素濃度が５％以下になった時を
もって終了とする。

なお、一定時間毎にサンプリングを行い、性状確認を実施し記録を取ることとする。

また、不活性ガスより都市ガスへの置換は、当市の指示の上実施すること。

３－９ 塗装復旧工事

（１） 本体内面・・・・ボトム部

タ－ルエポキシ樹脂（下塗り＋上塗り）

最終膜厚 １６０μｍ以上

（２） 本体外面、階段、脚柱、入出管露出部、付属品検査、補修作業が終了後、

復旧面の素地調整を実施し、下記の仕様で塗装復旧を行うこと。

※膜厚は各層毎に膜厚計により管理し、塗装膜厚記録表を提出すること。

参考値：（補修塗り：50µm、下塗り：50µm、中塗り：30µm、上塗り：30µm）

施行範囲
本体外面 脚柱・防護壁

付属品剥離部・補修部 活膜部

素地調整 2種ｹﾚﾝ SIS－St3 3種ｹﾚﾝ SIS－St3 3種ｹﾚﾝ SIS－St2・3

下塗り 変性エポキシ 2回 変性エポキシ１回 変性エポキシ１回

中塗り ポリウレタン 1回 ポリウレタン 1回 ポリウレタン 1回

上塗り ポリウレタン 1回 ポリウレタン 1回 ポリウレタン 1回
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（３） その他付帯設備

門扉等については、下塗り 1回、上塗り 1回とする。

（４） 塗装方法

刷毛塗りとし、各工程ごとに当市の確認を受けること。

（５） 防食復旧

検査終了後下記部位について、防食処理を行うこと。

・ アンカ－ボルト、ベ－スプレート、ノズル部、各元バルブ等

・ ベ－スプレ－トより上部６０cmの脚柱部は防食後ＦＲＰで加工すること。
・ 上部設備品（マンホール、バルブ、安全弁等）

※ 冬季の落雪、落氷に耐える加工を施すこと

下部のマンホ－ルの防食措置は塗装のみとし、デンゾ－等の措置はとらない。

３－１０ 提出書類

別表提出書類一覧表による。

当市は、検査施工者提出の書類等についてその内容を検討の上承認する。

ただし、承認後もその内容その他検査作業に係る一切の責任は検査施工者にある。

別 表

提出書類一覧表

項 目 詳 細 提 出 期 限

施 工 計 画 書

検査要領書 契約後１週間以内

安全管理要領書（工事組織表含む） 契約後１週間以内

足場工事要領書 着手１週間前

パ－ジ工事要領書 着手１週間前

その他工事施工に必要なもの 着手１週間前

工 程 表

全体工程表 契約後１週間以内

月間、週間工程表 その都度

実績工程表（計画工程を併記すること） 契約工期内

そ の 他

作業員名簿（工事工程毎に必要な資格証明を添付） 着手１週間前

工事日報 当日

使用資器材証明書 使用１週間前

打合せ記録 打合せ当日

産業廃棄物マニフェスト(必要に応じて） 最終処分完了時

その他必要とするもの 随時

検 査 報 告 書
各項目を全て綴込み当市の指定する様式で、工程毎の

写真を添付すること。

工事完了後契約期

限内
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３－１１ そ の 他

（１）ホルダー開放に先立ち、既設施設の運転状況を確認し、検査工事終了までガス

の供給に支障の無いように管理すること。

（２）欠陥検出部（欠陥深さ 0.5mm以上）の補修工事及びその確認検査は１０カ所
までこの契約に含む。（計算板厚を下回る場合は溶接補修を含む）

（３）検査工事完了後、全ての設備を復旧し、正常に作動することを確認すること。

３．特記事項

４－１ 別途工事

その他本仕様書に記載なき事項は協議する。

４－２ 除外工事

ホルダ－減圧作業及びガス受入時の昇圧作業。

４－３ 支給品・貸与品

（１） 仮事務所用地及び資材置場

（２） 置換用都市ガス

（３） その他必要により当市と協議の上、当市が認めるもの。

４－４ 委託作業で使用する水について

当該箇所の水道については地域の水道組合により管理されており、作業で必要となる水

量を確保できないことから、仮設の貯水池を用意すること。
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４－４ パ－ジ工事所掌

パ－ジ工事の作業所掌及び、助勢作業の詳細は下記のとおりとする。

○：作業所掌を示す △：助勢作業を示す

作 業 所 掌 市 施 工 者

ａ．減圧作業 （開放時） ○

ｂ．都市ガス → 不活性ガス （開放時） ○

ｃ．不活性ガス → 空気 （開放時) ○

ｄ．空気 → 不活性ガス （復旧時） ○

ｅ．不活性ガス → 都市ガス （復旧時） △ ○

ｆ．昇圧作業 （復旧時） ○ △

助 勢 作 業 項 目 市 施 工 者

ａ．圧力計、脱臭器の準備 ○

ｂ．ガス濃度計、ガス流量計の手配 ○

ｃ．都市ガスの手配 ○

ｄ．ガスの送入、送出の仮配管及び段取り ○

ｅ．パ－ジ時のバルブ操作 ○ △

ｆ．パ－ジ時の圧力計測 △ ○

ｇ．パ－ジ時の流量計測 △ ○

ｈ．パ－ジ時のガス濃度計測 △ ○

ｉ．ガス検知器によるガス漏れのチェック △ ○

ｊ．最終都市ガス濃度の計測 ○ △


